
6 月 30 日（土）～7月 1日（日）、第64回全日本中学

校通信陸上競技岩手県大会が北上市陸上競技場にて開催

されました。本校からも過日行われた地区予選で上位入

賞または標準記録を突破した諸君が、さらに自己記録の

更新を願って参加しました。

当日は猛暑の中での競技となりました。応援しに会場

を訪れたのですが、立っているだけで汗が噴き出てクラ

クラする状況でした･････。その中で選手諸君は少しでも

記録を更新しようと頑張っていました。本校の上位入賞

者は次の通りです。 ＜敬称略＞

共通男子800ｍ ６位 2:07.51 菊池

共通男子砲丸投 優勝 11ｍ54 土井

〃 ６位 10ｍ36 藤原

共通女子砲丸投 ８位 9ｍ99 粟津

また、この炎天下

の中で補助員とし

て金中陸上部の諸

君が大会を支えて

いる姿を見ること

ができました。

大変ありがとうご

ざいました。

きっと県内各地から集った選手の好記録に繋がったも

のと思います。

6月 27 日（水）に県立金ケ崎高等学校で進路指導主事

を担当している教諭佐々木先生を講師にお招きし、2

年生を対象に「高校説明

会～20年後 30 年後に

後悔しない進路選択～」

と題した貴重なお話を

していただきました。ま

た同校の校長石川先

生も同席なさいました。

この説明会では、この 20 年での急速な技術革新や経済

の変化等を踏まえて「消える職業」から「生き残る職業

の高度化」について話していただきました。少し難しい

話でしたが、進路選択においてはとても重要なことにな

るものと思います。10 年、20 年前の進路選択の状況とは

異なり、その選択基準も大きく変化していっているのだ

と考えます。その中で、「将来、どんな仕事がしたいのか」

という目標を明確にして目標を高く掲げることが必要で

あることを痛感しました。2年生にとっては、まだまだ

先のこと？いえいえすぐにでも真剣に考えて行動に移し

ていかねばならないものと思います。

今回の金ケ崎高校からの出前授業「高校説明会～20年

後 30年後に後悔しない進路選択～」は、貴重な時間とな

ったものと思います。佐々木先生、石川校長先生にはお

忙しい中、大変ありがとうございました。

今年度も各地区で開催される運動会（体育大会）への

ボランティアの要請があり、出身地区の生徒諸君が元気

に参加してくれました。
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朝からの準備、開会式での役割や競技での係活動そし

て選手として力走する姿に地域の一人として頑張る金中

生の素晴らしさを再発見してきました！翌日、ある地区

センター長さんから次のような電話を頂きました。

『昨日の運動会への参加ありがとうございました。こど

も達に沢山協力して頂きました。地区民の皆さんからも、

沢山お褒めの言葉を頂きました。』

地域の皆さんも、金中生を常に見つめて大きな期待を持

っていられるのですね。ボランティア等で参加した諸君、

大変ありがとうございました！

7月 4日（水）

の全校朝会にお

いて、「社会を明

るくする運動」

の活動の一環と

して『一日保護

司の委嘱』が行

われました。委

嘱されたのは全

校生徒を代表して生徒会副会長の藤澤さんと髙橋さ

んです。委嘱状は保護司会支部長及川さんから交付頂

きました。そして、内閣総理大臣安部さんからのメッセ

ージを髙橋町長さんへ読み上げ報告する初仕事を全校

生徒の前で行いました。また、放課後は大型商業店舗前

で啓発活動に参加し、来店者に社会を明るくする運動へ

の理解を求めました。

大変ご苦労様でした。

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして高き志を

き ざ は し
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